
II. 文学作品にみる天文学 

星のඔを๲ぐ―江戸時େ 

たなばた歌づくし 

 Waka of Tanabata – The Star Festival 
●「たなばた歌づくし」 
「たなばた」は，みなさんがご存知の通り，七月七日に行われる星祭のことです．「しちせき」とも読みます． 
「七月七日，為牽牛・織女ᡋ会之໹」（『荊楚歳時記』〈中国・６世紀成ཱི〉）とあるように，古代中国では，牽牛
（Aquila〈࿱座〉の Altair）と織女（Lyra〈琴座〉の Vega）が，一年に一度，七月七日の໹に天の川を渡って⁌う瀬
を楽しむとされていました．この伝説と乞巧ᇎの行事が中国から入り，日ຌ古代の棚機女（たなばたつめ）に関する
信仰と習合した結果，「七༨」の行事と七༨の໹に行われる「乞巧ᇎ」の儀式が日ຌに定着したといわれています． 
「乞巧」とは手芸に巧みであるとされた織女にちなみ，෌女子の裁๕が上達することを乞い願うという意ັです． 
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●『新板絵入 伊勢෼語』（個人蔵）下巻・後見ศし「たなばた歌づくし」 
『新板絵入 伊勢෼語』は正徳五〈1715〉年に刊行された『伊勢෼語』（ฑ安時代前期成ཱི）の注釈書です．企画展
展示作品（個人蔵）は下巻の後見ศしに「たなばた歌づくし」が貼られています．同作品の後見ศしに「たなばた歌
づくし」を༙するຌは管見の限りྭがなく，とても貴重なྭです．掲載されている࿪歌をご紹介します． 

●江戸時代の女子教訓書にみえる「たなばた歌づくし」 
これらの「たなばた歌」はฑ安～南๼朝時代に詠まれたものです．勅Ḧ࿪歌集の入集歌もありますが，ຌ作品の「たな
ばた歌」はいずれも室町時代中期成ཱི『題ྜྷ愚抄』第八・秋෨一に収められていることから，『題ྜྷ愚抄』から採られ
た可能性が高いといえます．なお，『女大学』に代表される江戸時代の女子教訓書には，ຌช中に「七༨の歌づくし」
を含むものもあります．展示作品『新板絵入 伊勢෼語』の読者（おそらく女性）たちも『伊勢෼語』を読みັわいなが
ら「たなばた歌づくし」を通して，当時の女性のཀྵ想とされた教訓を身につけることが期待されたのかもしれません． 
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たなばたまつり 
-----あまの川----- 

けんぎう しよくじよ 
※挿絵は「乞巧ᇎ」の༹子． 

 

個人蔵『新板絵入 伊勢෼語』下巻 


